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Osaka University
編
集
後
記
▽
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
重
な
っ
て
、
刊
行
が
予
定
よ
り
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
『語
文
』
第
五
十
二
輯
の
刊
行
に
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
刊
行
が
遅
れ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
▽
本
輯
に
は
、
国
文
学
で
は
、
美
濃
部
重
克
氏
の
『
平
家
物
語
』
の
構
成
に
つ
い
て
の
論
、
時
松
孝
文
氏
の
加
賀
嫁
浄
瑠
璃
の
論
、
国
語
学
で
は
、
神
谷
か
を
る
氏
の
『
新
撰
万
葉
集
』
の
語
彙
の
論
、
前
田
富
藤
の
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
片
仮
名
の
論
、
と
四
つ
の
論
考
を
所
収
す
る
こ
と
が
出
来
、
各
時
代
の
資
料
の
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
の
研
究
が
揃
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
▽
美
濃
部
重
克
『中
世
伝
承
文
学
の
諸
相
』、
森
山
卓
郎
『
日
本
語
動
詞
述
語
文
の
研
究
』
、
後
藤
昭
雄
編
「
金
剛
寺
蔵
　
注
好
撰
』
と
三
冊
に
つ
い
て
の
書
評
・
紹
介
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
岩
瀬
博
、
藤
田
保
幸
、
阿
部
泰
郎
の
諸
氏
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
出
来
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
国
語
国
文
学
会
の
会
員
の
活
動
も
日
立
っ
て
い
ま
す
が
、
御
研
究
を
御
著
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
際
に
は
是
非
御
寄
贈
願
い
ま
す
。
今
後
も
御
紹
介
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
▽
次
は
、
二
輯
合
併
号
と
し
て
、
島
津
忠
夫
教
授
の
退
官
記
念
号
を
三
月
に
刊
行
の
予
定
で
す
。
こ
ち
ら
の
方
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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田
富
頑
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